
この広報誌は、共同募金でつくられています。

10月28日（土）、クロスランドおやべセレナ

ホールにおいて、第56回小矢部市社会福祉大会

を開催しました。

表彰・議事、最優秀福祉作文の朗読や福祉教育

実践事例発表、記念講演・実演が行われました。

記念講演・実演では、レクリエーション１グラ

ンプリ2016年度優勝チームの社会福祉法人清楽

会「ミラクル清楽」をお招きし、『レクから始ま

る福祉の未来』と題して、楽しい実演を交えたご

講演をいただきました。会場は、笑いと拍手に包

まれていました。

多くの皆さまにご来場いただき、ありがとうご

ざいました。

【福祉教育実践事例発表】小矢部市立蟹谷小学校 【講演・実演】社会福祉法人 清楽会「ミラクル清楽」
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第56回　小矢部市社会福祉大会　受賞者

★社会福祉協議会長　表彰

◇個人の部

佐野　立子　（八和町）　　　森田　靜枝　（臼　谷）　　　北川　　敬　（八和町）

中谷　友治　（中央町）　　　桐澤　笑子　（津　沢）　　　中島　　朗　（了　輪）

小川　洋子　（埴　生）　　　坂井　春代　（水　島）　　　常本　博美　（埴　生）

砂土居武義　（石名田）　　　白澤　忠茂　（高木出）　　　土江田百合子　（南砺市）

◇団体の部

鷲島達如会

小矢部市食生活改善推進協議会　若林支部

四ッ葉会

ニューカナリヤサークル

★善意銀行頭取　感謝

◇個人の部

金澤他司人　（埼玉県）

宇川　傳治　（胡麻島）

田伊智子　（西福町）

◇団体の部

小矢部市長寿会連合会

★福祉作文入選者（市内小・中・高校よりの応募）

◇小学生の部	 ◇中学生の部	 ◇高校生の部　

最優秀　 多　　楓（蟹谷小）　　最優秀　沼田亜優楓（津沢中）　　最優秀　嶋　史菜（石動高校）

優　秀　能村　祐衣（大谷小）　　優　秀　中川　紫響（石動中）　　優　秀　小西　花奈（となみ野高校）

優　秀　本田　柊斗（東部小）　　優　秀　道海　美咲（石動中）

優　秀　舟戸　心希（津沢小）

善意銀行頭取　感謝状の贈呈

おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。

社会福祉協議会長　表彰状の贈呈

（敬称略・順不同）
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9月24日（日）、東部小学校において市総合防災訓練が実施されました。市社会福祉協

議会では、「小矢部市災害ボランティアセンター」の設置・運営訓練を行いました。参加

された災害ボランティアコーディネーターの方々と一緒に、被災者からのニーズ受付や駆

け付けたボランティアの受入れ、派遣調整から送り出しまでの訓練を通して、災害ボラン

ティアセンター運営の流れと役割について確認しました。

第29回 富山県民ボランティア

・NPO大会 受賞者

平成29年度 富山県社会福祉大会

受賞者

10月13日（金）、サンシップとやまにおい

て、第29回富山県民ボランティア・ＮＰＯ

大会が開催されました。大会において、小矢

部市関係者では、次の方が受賞されました。

10月19日（木）、富山県民会館ホールにお

いて、第66回富山県社会福祉大会が開催さ

れました。大会において、小矢部市関係では

次の方々が受賞されました。

★ボランティア活動推進富山県民会議
会長表彰

　　◇個人の部　　澤　弘子

★富山県社会福祉協議会会長表彰

　◇民生委員児童委員功労者の部

　　　加藤　邦子　　　新明　壽夫

　◇社会福祉事業関係功労者の部

　　（児童福祉施設）

　　　瀬　　文（小矢部市立若林保育所）

　　（老人福祉施設）

　　　吉田恵美子（福野定期巡回サービス事業所）

受賞されました皆様、おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。

【ボランティア受付班】

　被災地に駆け付けたボランティアを

受け入れます。

【送り出し班】

　ボランティア活動へ出発する前に、

活動先での注意事項等を説明します。

小矢部市総合防災訓練（子撫地区）

災害ボランティアセンター設置・運営訓練　を実施しました

（敬称略・順不同）（敬称略）
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10月7日（土）、クロスランドおやべにおいて『おやべ元気フェスティバル2017』が開催され

ました。

「ボランティア部門」では、疑似体験や手話・点字・音訳の体験、市内福祉施設で作られた商

品の販売、福祉用具の展示、活動紹介やガールスカウトの皆さんによる募金活動など様々なコー

ナーを設けました。ご来場いただいた多くの方々にボランティアや福祉について理解と関心を深

めていただくことができました。

また、毎年恒例のもちつき大会も好評で、会場はつきたてのおもちを美味しそうに頬張る笑顔

でいっぱいでした。

ご協力いただきました市内各施設、団体、ボランティアの皆さま
ありがとうございました。

まずは、手話でご挨拶。

「こんにちは♪」

メルギューくんもおもちつき☆

「ヨイショ！ヨイショ！」

『赤い羽根共同募金に

ご協力お願いしま〜す!!』

９月25日（月）、クロスランドおやべメイ

ンホールにおいて「小矢部市いきいきスポー

ツ大会」を開催しました。健康保持と生きが

いを高めることを目的に、６つの競技が行わ

れました。新種目もあり、出場者の皆さんは

仲間と作戦会議！熱い声援が飛び交う中、

様々な競技を楽しみました。

10月21日（土）、「音訳ボランティア養

成講座」が開講しました。

音訳ボランティアとは、何らかの障がい

によって視覚からの情報を得ることが困難

な方々のために、内容を『音声にして伝え

る』ボランティア活動です。

受講生の方は、12月までの全６回で、

視覚障がいへの理解や音訳の基礎技術など

を学びます。

第43回
小矢部市いきいきスポーツ大会

音訳ボランティア養成講座

開講式

【関所破り】

新種目【お宝は大切に】
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みなさんのあたたかい心が込められた募金は、お年寄り

や体の不自由な人、子どもたちなどのために役立てられま

す。また、地域で安心して暮らすための福祉のまちづくり

の活動にも役立てられています。

今年も皆さまの温かいご支援、ご協力をお願い致します。

赤い羽根共同募金は、じぶんの町をよくするいろいろな活動が、

もっと、もっと、元気になるように応援します！

10月１日から「赤い羽根共同募金運動」が始まりました。

子育てを応援して欲しい人と子育てを応援したい人が会員となり、

地域で子育てのたすけあい活動をします。

小矢部市ファミリー・サポート・センター

利　用　会　員
（子育てを応援して欲しい人）

◇市内に居住または通勤している人

◇６ヵ月〜小学校６年生までの子どもを

養育している人

　※利用料が必要です。

小矢部市ファミリー・サポート・センター

◇会員の募集・登録・研修等　　◇会員間の連絡調整　　◇情報提供や紹介

〒932−0821　小矢部市鷲島15（小矢部市社会福祉協議会内）

TEL 67−8611　　FAX 67−4896

※お気軽にお問合せ・ご相談下さい。

協　力　会　員
（子育てを応援したい人）

◇自宅で子どもを預かることができる人

◇心身ともに健康で熱意をもって活動し

ていただける人

　※資格、性別、年齢は問いません。

≪主な利用（活動）内容≫

・保育施設の保育開始時間前や保育終了後の子ども

のお世話。

・保育施設までの子どもの送迎。

・放課後児童クラブ終了後の子どものお世話。

など

会員随時募集中!!
利用会員（応援して欲しい人）・

協力会員（応援したい人）

を募集しています。

あなたの子育て

応援します !!

援　助

利用料

連絡調整利用の申込み

5

2017年版
メルギューくんメルモモちゃんバッジ



荒川地区社会福祉協議会を紹介します
〜 みんなが主役　地域の福祉活動を目指して 〜

よりよく、生きがいのあるをモットーに、自治振興会をはじめ各団体の協力を

いただきながら、みんなが安心して暮らせる地域づくりを目指して、特に災害時に

は一人も見逃さない避難対策を各自考え行動を進めております。

地区社協紹介だより

主 な 活 動 内 容

● 個別訪問によるケアネット活動
● ふれあいいきいきサロン
● １人暮らし交流会
● 三世代交流と福祉のつどい
● 歳末慰問・訪問

● あらかわ茶話会
● 赤い羽根共同募金
● 自衛消防訓練
● 保育所との交流
● 広報活動、福祉だより
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１人暮らし交流会

シルバーリハビリ体操

　ふれあいいきいきサロン

三世代交流と福祉のつどい

楽しい茶話会

高齢者交通安全教室

自衛消防訓練

保育所児とのさつま芋植え

保育所との交流



◇
一
般
の
福
祉
事
業
へ

《
金
員
預
託
》

　
・
甲
谷
　
正
夫
　
　
　
　
　
　
二
、
四
四
六
円

　
・
小
矢
部
市
老
人
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
陶
芸
部
　
　
　
　
　
八
、
〇
〇
〇
円

《
物
品
預
託
》

　
・
南
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
・
駅
前
豊
寿
会

　
・
日
野
　
貴
子

◇
指
定
預
託

《
金
員
預
託
》

　
・（
故
）
島
崎
　
弘
美	

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

《
物
品
預
託
》

　
・
ピ
ア
ゴ
小
矢
部
店

善

意

の

窓
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日
〜

平
成
二
十
九
年
十
月
十
七
日
受
付
分
）

小・中・高校生の最優秀作品を３回シリーズで掲載していきます。

小
学
生
の
部

★

最

優

秀

★

僕
た
ち
が
今
、
出
来
る
事

蟹
谷
小
学
校
六
年
　

多

　
楓

僕
の
母
は
、
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
や
お
年
寄
り
、
障

が
い
の
あ
る
人
が
一
緒
に
過
ご
す
事
の
出
来
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
働
い
て
い
る
。
僕
も
小
さ
い
頃
は
妹
と

一
緒
に
、
母
の
勤
務
先
で
過
ご
す
事
が
多
か
っ
た
。

そ
の
頃
は
、
あ
ま
り
何
も
感
じ
る
こ
と
も
な
く
、

た
だ
母
に
つ
い
て
い
っ
て
遊
ん
で
過
ご
す
だ
け
だ
っ

た
。
六
年
生
に
な
り
久
し
ぶ
り
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

訪
れ
た
時
に
、
小
さ
い
時
に
は
何
に
も
考
え
ず
、
そ

こ
に
お
ら
れ
る
お
年
寄
り
や
障
が
い
の
あ
る
人
達
と

話
し
た
り
遊
ん
だ
り
出
来
て
い
た
の
に
、
何
を
し
て

い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
す
ご
く
困
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
何
か
し
ゃ
べ
ら
ん
な
ん
」｢

何
か
し
て
あ
げ
ん
な
ん
」

「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
そ
ん
な
気

持
ち
が
次
か
ら
次
へ
と
頭
の
中
に
浮
か
ん
で
、
ど
ん

ど
ん
何
に
も
出
来
な
く
な
っ
た
。

そ
ん
な
時
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
来
て
い
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
、
僕
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
。

「
何
年
生
？
ど
こ
の
小
学
校
行
っ
て
い
る
の
？
」

「
蟹
谷
小
学
校
で
す
。
六
年
生
で
す
。」

「
六
年
生
け
。
大
き
い
ね
。
あ
り
が
と
あ
り
が
と
。」

お
婆
ち
ゃ
ん
は
、
そ
う
言
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
く

れ
た
。
五
分
く
ら
い
す
る
と
ま
た

「
大
き
い
ね
。
何
年
生
？
ど
こ
の
小
学
校
行
っ
て
い

る
の
？
」

と
、
僕
に
聞
い
て
き
た
。
僕
は
ま
た
同
じ
よ
う
に
答

え
る
。
そ
ん
な
事
が
何
回
も
続
い
た
。
も
し
、
自
分

の
家
で
家
族
が
同
じ
事
を
何
回
も
何
回
も
聞
い
て
き

た
ら
、「
同
じ
事
、
何
回
も
聞
か
な
い
で
！
」
と
思
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

職
員
の
人
た
ち
は
、
同
じ
事
を
何
回
聞
か
れ
て
も
、

「
そ
う
な
ん
だ
。
す
ご
い
ね
ぇ
。
」
と
そ
の
度
に
ち
ゃ

ん
と
返
事
を
し
て
い
て
、
お
年
寄
り
の
人
達
も
楽
し

そ
う
に
話
し
て
い
る
。

そ
の
時
僕
は
、
「
何
か
し
て
あ
げ
な
く
ち
ゃ
い
け

な
い
、
何
か
話
し
て
あ
げ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思

う
か
ら
何
に
も
出
来
な
い
ん
だ
！
」
と
思
い
、
自
分

の
家
に
い
る
時
み
た
い
に
し
て
み
よ
う
と
や
っ
て
み

た
。
お
年
寄
り
の
人
達
の
隣
に
座
っ
て
、
一
緒
に
テ

レ
ビ
を
見
た
り
、
話
し
か
け
ら
れ
た
ら
返
事
を
し
た

り
、
将
棋
の
相
手
を
し
た
り
。
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
達
と
は
、
け
ん
玉
を
し
た
り
レ
ゴ
を
し
た
り
、
自

分
が
遊
ぶ
よ
う
に
一
緒
に
遊
ん
だ
。
気
が
つ
く
と
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
た
っ
て
い
た
。

今
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、
「
共
生
社
会
」
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。
母
に
聞
く
と
、
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
人
達
も
、
今
ま
で
生
活
し
て
い
た

地
域
で
一
緒
に
暮
ら
す
事
が
出
来
る
社
会
に
す
る
事

だ
と
教
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

き
っ
と
解
決
し
な
く
て
は
い
け
な
い
事
が
た
く
さ
ん

あ
る
ん
だ
と
母
は
話
し
て
く
れ
た
。
小
学
生
の
僕
が

出
来
る
事
は
小
さ
い
け
ど
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
感
じ

た
こ
と
は
、
お
年
寄
り
に
対
し
て
、
何
か
し
て
あ
げ

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
わ
ず
、
た
だ
一
緒
に
普
通

に
し
て
い
る
事
や
、
一
緒
に
何
か
す
る
事
が
大
切
な

ん
だ
と
感
じ
た
。

そ
れ
が
僕
た
ち
が
今
、
出
来
る
事
だ
と
思
っ
た
。

福祉作文を紹介します
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日　時：平成29年11月17日（金）〜11月20日（月）10：00〜16：00

場　所：市総合保健福祉センター　３階　大会議室

日　時：平成29年12月５日（火）13：30〜15：00

場　所：小矢部市総合保健福祉センター　３階　研修室

対　象：ファミリー・サポート・センター会員、地区社会福祉協議会、子育て中の方、興味のある方

内　容：13：30〜	 講　義　「小児看護の基礎知識」について（仮）

	 講　師　富山福祉短期大学　看護学科　学科長・教授　北　まさみ氏

　　　　14：50〜	 質疑応答

【申込み・問合せ】

小矢部市ファミリー・サポート・センター

（小矢部市社会福祉協議会内）

〒932−0821　小矢部市鷲島15

TEL：67−8611　FAX：67−4896

善意作品頒布会では、小矢部市内外の著名な芸術家の皆さまに出品のご協力をいただいております。

秋も一段と深まり、銀杏並木の黄色や、山のもみ

じの朱色と、鮮やかな紅葉が楽しめる季節となりま

した。ほくほくのおでんと、セーターの温かさに思

わずほっとしますね。これから増す寒さに負けない

よう、心もからだも元気に過ごしましょう！

年末・年始休業のご案内

小矢部老人福祉センター

寿 永 荘
TEL 67−4550

12月29日（金）

〜１月３日（水）

おやべ温泉

タワーの湯
TEL 67−8610

12月29日（金）

〜１月３日（水）

小矢部市善意作品頒布会

〜 収益金は、地域福祉の向上に活用させていただきます 〜

ご家族、ご友人
お誘い合わせの上、是非ご来場ください。

◇出展作品

　色紙（書・画）、版画、

　彫刻、陶芸

◇購入方法

　入札にて

※写真は昨年の

ものです。

小矢部市ファミリー・サポート・センター研修会

・乳幼児期における体調不良

のサインの見分け方

・家庭内で起こる事故と対処

方法についてお話いただき

ます。
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